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1.はじめに 近年、歩行者用道路や駐車場の舗装用材料として、都市部のヒートアイランド現象、雨水貯留機能による

都市型洪水の抑制 1)が期待される保水性インターロッキングブロック(以下：ILB)が多く使用されている。しかし、保水 

性 IL Bは水分を保持することから、写真-1のように藻や苔が繁殖する。これにより透水性

機能の低下、景観阻害が懸念されている 2)。そこで本研究では、藻類の発生に伴う ILB の

保水性能及び、透水性能への影響の把握を行うと共に、藻類発生に伴う ILB の強度変化に

ついて検討を行った。さらに、防藻剤を添加した新しい改良 ILB の防藻効果について検討

を行った。本報告では、室内及び屋外において藻を培養し、生育した藻の発生前後におけ

る、ILBの性能を測定した結果について報告する。 

2.実験概要 

2-1 実験試料 本研究では、縦 200mm, 幅 100mm, 高さ 60mm の

ILB ブロックを用いた。写真-2 に本実験で用いた改良 ILB の外観

を示す。使用した ILBの種類としては、保水能力・透水性に優れる

保水性 ILB とイソチアゾリン系防藻剤を全重量の 1.0%添加し、保

水性能をもつ改良 ILBの 2種類を用いた。藻については、現場にて

藻の発生がみられた ILB より採取し培養を行った。写真-3 に培養

に使用した藻の外観を示す。藻は「藍藻」の一種であり、水族館の

水槽などでもよく見られ、強靱で雨天時の増殖が旺盛な種類である。 

2-2 実験方法 表-1 に室内及び屋外試験の概要を示す。室内試

験においては、植物育成用 LEDランプのプラントランプ（FL40S 

BRN）を 1 日 12 時間照射し、気温 25℃、湿度 65%の条件にて

常時水浸状態とした。浸水試験溶液は藻の原水を水で 100 倍希

釈し、調整液 10ℓに液肥（ハイポネックス）を 2ml 投入し試験

溶液とした。屋外試験においては、自然環境下のもと観測を 

行った。性能の評価として、保水量試験（C044T）3)、現

場透水試験（S025）4)、曲げ強度試験(C016, JIS A 5371)
5)

を行った。保水量試験は供試体を 60±1℃の炉乾燥機内で

24 時間以上乾燥した後に、供試体の乾燥質量の測定をし

た。その後、20±1℃の恒温水槽に供試体を 24時間水浸さ

せた後に、供試体回りの水滴を軽くふきとり、供試体の湿

潤質量を測定し保水量を算出した。現場透水試験は、溢 

水防止マット上に底版及び錘を載せ、舗装面と底版を圧着させ、水の注水を開始し、水位が目盛の 400mlまで流下する

経過時間の計測を行い、透水量の算出を行った。また、曲げ強度試験は、ILBの厚さの 2倍以上の載荷スパンとし、支

点中央で載荷を行い、破壊時の強度を測定し曲げ強度を算出した。 

2-3 実験条件 本研究の実験条件を表-2に示す。保水 ILBと防藻剤を 1.0%添加した改良 ILBを用い藻類発生の養生条

件として室内実験、屋外実験にて実施した。さらに養生したブロックを保水量試験、現場透水試験、曲げ強度試験を行

い藻類発生前後で、性能の変化を検討した。 

 

写真-2 改良 ILB外観 

表-2 実験条件 

 

試験環境 ILB種類 防藻剤添加率 培養 性能評価

培養前

培養後

培養前

培養後

培養前

培養後

培養前

培養後

0.0%

1.0%

0.0%

1.0%

屋外

保水量試験

現場透水試験

曲げ強度試験

保水性ILB

室内

改良ILB

保水性ILB

改良ILB

 

写真-3 使用した藻の外観 

 

写真-1 藻の発生状況 

表-1 室内及び屋外試験概要 

 

 

室内試験 屋外試験

養生条件

気温25℃、湿度65%

LEDランプ12時間/日

常時浸水

自然環境

試験外観
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3.実験結果及び考察 

3-1 培養後の藻の発生状況 写真-4(a)(b)にて培養

(1 年 6 ヶ月)後の藻の発生状況を示す。両試験におい

て、防藻剤を添加している改良 ILBでは、保水性 ILB

に比べ、藻の発生が抑制され、防藻効果がみられる。

また、室内試験の保水性 ILBに関しては、富栄養化し

たような褐色に変色している様子が伺える。 

3-2 保水性の検討 図-1 に室内及び屋外における保水

量試験の結果を示す。藻の培養前では保水量は

15.2kg/m
2 と高い値を示している。藻の培養後では保水

量は約 4kg/m
2低下している。これは、培養後の藻の発

生と屋外試験においては、空隙に土ほこりなど目詰ま

りが起こる事が原因であると考えられる。また、屋外

試験において培養後では、改良 ILB が保水 ILB に比べ

高い保水量を示し、防藻効果が表れている事が分かる。 

3-3 透水性の検討 図-2 に室内及び屋外における現場

透水試験結果を示す。藻の培養前後では両 ILB の透水

量は低下している。特に室内試験の透水量は約

200ml/15sec の減少が見られる。これは、常時試験溶液

に水浸であるため、屋外試験に比べ ILB 内部に藻が浸

食しやすかったためと考えられる。また、培養後では、

改良 ILB が保水 ILB に比べ高い透水量を示し、防藻効

果が表れている事が分かる。 

3-4 曲げ強度の検討 図-3 に室内及び屋外における

曲げ強度試験結果を示す。藻の培養後では両 ILBの曲

げ強度は約 0.5MPa 低下していることがわかる。これ

は、藻の発生に関わらず養生期間における ILBの結束

剤の劣化が原因と考えられる。また、改良 ILBは保水

ILB に比べ低い曲げ強度を示している。このように、

藻の発生に関わらず、ILBの空隙が曲げ強度の低下の

要因となっている事が分かる。 

3-5 防藻剤添加に伴う防藻効果 表-3 に各試験における培養後の改良 ILB

と保水 ILBの試験値の差の防藻効果を示す。防藻剤添加による藻の発生は少

なく景観性が保たれている。また、ILB の材料性能としては保水量、透水量

において防藻効果が見られた。しかし、曲げ強度においては防藻剤の影響は

見られなかった。 

4.まとめ 1) 防藻剤を添加した改良 ILBでは、藻の発生が抑制され、景観 

性を保つことができた。2) 藻の発生により ILBは、保水性、透水性に効果が見られた。しかし、ILBの空隙間の維持

が ILB自体の劣化に起因しており、更なる ILBの改良が必要と考えられる。 
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(a)室内試験          (b)屋外試験 

図-1 保水量試験結果 

 

(a) 室内試験 

 

(b) 屋外試験 

写真-4 培養後の藻の発生状
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(a)室内試験          (b)屋外試験 

図-2 現場透水試験結果 

(a)室内試験          (b)屋外試験 

図-3 曲げ強度試験結果 

 

室内試験 屋外試験

景観性 ○ ○

保水量　　(kg/m
2
) -0.1 1.1

透水量      (ml/15sec) 44.0 38.2

曲げ強度    (MPa) -0.3 -0.1

表-3 防藻効果 
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